
川内理香子 個展『Empty Volumes』開催のご案内
展覧会名：川内理香子 個展『Empty Volumes』 
会　　期：2021年11月27日（土）- 12月26日（日） 
　　　　・オープニングレセプションは開催致しません。 

・会期中は、水～土 12-19時、日 12-17時のオープンとなります。（定休日：月火祝） 
　　　　・社会情勢によっては、会期等変更になる場合がございます。最新情報はウェブサイトに掲載します。 
会　　場：WAITINGROOM（〒112-0005　東京都文京区水道2-14-2 長島ビル1F）

WAITINGROOM（東京）では、2021年11月27日（土）から12月26日（日）まで、川内理香子の個展『Empty Volumes』を開催いた
します。本展は、川内がこれまでにも取り組んできた針金やネオン管を用いたシリーズの新作のほか、粘土と鉄という新たな素材を用い
た新シリーズを発表する、自身初の彫刻作品のみで構成される展覧会となります。2015年、多摩美術大学を卒業した年に行われた展覧
会『Shiseido Art Egg Vol.9』において川内は、鉛筆と水彩絵の具で描いたドローイング作品のみで資生堂ギャラリーの広大な空間を埋
め尽くし、鮮烈な印象を残しました。以降、ドローイングに見られる線を大きな特徴としながらも、油彩のペインティングをはじめ、ゴ
ムチューブや樹脂、針金やネオン管を使った立体作品など、川内の表現方法や使用する素材は拡張し続けています。 
本年8月、川内は、新進アーティストを対象とした寺田倉庫による現代アートアワード「TERRADA ART AWARD 2021」においてファ
イナリスト5組に選出されました。本展開催期間中の12月10日（金）から12月23日（木）まで、品川区の寺田倉庫 G3-6Fにおいて開催
される『TERRADA ART AWARD 2021 ファイナリスト展』にも参加いたします。この機会にぜひ両展覧会をご高覧いただき、様々な
素材で表される川内理香子の表現世界をお楽しみいただけましたら幸いです。

↓＜次頁＞ 展覧会について（続き）

作家・川内理香子について 
1990年東京都生まれ、2017年に多摩美術大学大学院美術研究科 絵画専攻油画研究領域を修了。現在は東京を拠点に活動中。食への関
心を起点に、食事・会話・セックスといった様々な要素が作用し合うコミュニケーションの中で見え隠れする、身体と思考、自己や他者、
それらの相互関係の不明瞭さを、多岐にわたるメディアを横断しながら表現しているアーティストです。近年の展覧会として、2021年
個展『afterimage aftermyth』（六本木ヒルズA/Dギャラリー／東京）、2020年個展『drawings』（WAITINGROOM／東京・OIL 
by 美術手帖／東京）、個展『Myth & Body』（三越コンテンポラリーギャラリー／東京）、2019年グループ展『drawings』（ギャ
ラリー小柳／東京）、2018年個展『human wears human / bloom wears bloom』（鎌倉画廊／神奈川）、個展『Tiger Tiger, 
burning bright』（WAITINGROOM／東京）などが挙げられます。2021年『TERRADA ART AWARD 2021』においてファイナリス
ト5組に選出されたほか、2015年『SHISEIDO ART EGG』参加の際はART EGG賞を、2014年『第1回CAF賞』では保坂健二朗賞を
受賞。2022年3月開催予定の『VOCA展2022』出展作家にも選出されています。

watching TV, 2021, wire, pin on panel, 480 x 600 x 135 mm 
photo by Shintaro Yamanaka (Qsyum!)
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Face, 2021, clay, metal, 95 x 80 x 90 mm 
photo by Shintaro Yamanaka (Qsyum!)



↓＜次頁＞ 作家略歴

同時開催：『TERRADA ART AWARD 2021 ファイナリスト展』 
会期：2021年12月10日（金） - 12月23日（木）※会期中無休 
会場：寺田倉庫 G3-6F（〒140-0002　東京都品川区東品川2-6-10 寺田倉庫本社） 
入場料：無料　 
詳細：https://www.terradaartaward.com/finalist 
※日時指定予約制（https://airrsv.net/terradaartaward/calendar）

アーティスト・ステートメント 
線を置くように描き、描くように置いていく。
その線は硬く、頑固で、わがままだ。

私は、その生きた線の声を聞きながら、それらをある着地点まで動かし、あるいは着地点にいつの間にか出会い、1つの景色を描き出す。

川内理香子

軽やかに身体をなぞり、貫く線がもつ重さを抱えて 
食べることへの違和感と興味を起点に、多岐にわたるメディアを横断しながら作品制作を行う川内理香子。彼女が扱う素材は年々多様
化し続けていますが、どの作品にも共通する特徴は、彼女の身体をもって生み出される線にあると言えるでしょう。まっさらなパネル
や壁の上に、ドローイングを描くように軽やかに置かれる線は、針金やネオンといった素材そのものとしての物質感を持つと同時に、
眼前の空間を区切る輪郭線となり、人体の一部や動物の姿を表します。「線で描かれた対象の彫刻的なボリューム、あるいは空間のボ
リュームをそこに見る。何もない空間だけど、そこには、今ここに立つ空間とは違う空間、あるいは物質感のようなものが確実にあ
る」と彼女が言うように、輪郭線で囲まれた空間は、実際はただの「空間」であるにもかかわらず、その中にこそ、表されたモチーフ
の重みや肉感が存在するかのように感じられます。 
こちら側へ張り出したドローイングの線のような針金、脈動のように電子が巡り続けることで光を放つネオン管、熱で融け、冷えると
固まる鉄など、選びとる素材について川内は「その物質や素材に誘発されて出てくるイメージがある」と言います。様々な性質をもつ
素材に自らの手で触れ、変形させていくことで、時に自身も思いもよらなかったイメージが引き出される。物質とコミュニケーション
をとるかように、感覚的に関係性を変化させながら、自己と素材の間を何度も往来する。そのようなやりとりが凝固して完成する川内
の作品の中には、軽やかな線と重みをもった肉感、自己と他者、身体と思考といった、一見相反するようなものが同時に存在している
のが分かります。それはまるで、一つの肉体の中に様々な矛盾を抱えたまま動き続ける、人間そのものの有り様にも通じることである
と言えるでしょう。 
本展の会期中に開催される『TERRADA ART AWARD 2021 ファイナリスト展』では、神話をモチーフに制作された、油彩のペイン
ティング、針金の半立体作品、ネオン管の彫刻作品を発表いたします。両展覧会を通し、新たな素材やイメージに触れながら常に進化
を続ける川内の現在地を、ぜひご高覧ください。

Lung, 2021, clay, metal, 150 x 145 x 50 mm 
photo by Shintaro Yamanaka (Qsyum!)

flowers, 2021, wire, pin on panel, 1140 x 605 x 200 mm 
photo by Shintaro Yamanaka (Qsyum!)
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川内 理香子（かわうち・りかこ） 

1990 東京生まれ 
現在東京を拠点に活動中 

学歴 

2017 多摩美術大学大学院美術研究科絵画専攻油画研究領域 修了 
2015 多摩美術大学美術学部絵画学科油画専攻 卒業 

個展 

2021 
afterimage aftermyth ‒ 六本木ヒルズA/Dギャラリー（東京） 

2020 
drawings - WAITINGROOM（東京） 
drawings - OIL by美術手帖（東京） 
Myth & Body - 日本橋三越・三越コンテンポラリーギャラリー（東京） 

2018  
human wears human / bloom wears bloom - 鎌倉画廊（神奈川） 
Tiger Tiger, burning bright - WAITINGROOM（東京） 

2017 
Something held and brushed - 東京妙案GALLERY（東京） 
NEWoMan ART wall Vol.7:Easy Chic Pastels 川内理香子 - NEWoMan ART wall（JR新宿駅ミライナタワー改札横ディスプレイ・
ニュウマン新宿2Fメインエントランス前・東京） 

2016 
川内理香子個展 - ART TAIPEI 2016 - WAITINGROOMソロブース, Taipei World Trade Center（台北・台湾） 
Back is confidential space. Behind=Elevator - WAITINGROOM（東京） 

2015 
コレクターとアーティスト：川内理香子 - T-Art Gallery（東京） 
SHISEIDO ART EGG vol.9 : Go down the throat - 資生堂ギャラリー（東京） 

グループ展 

2021 
ビューイング展 ‒ WAITINGROOM（東京） 

2020 
-Inside the Collector’s Vault, vol.1- 解き放たれたコレクション展 ‒ WHAT 展示室B（東京） 
10TH – WAITINGROOM（東京）
Input / Output - 銀座蔦屋書店・GINZA ATRIUM（東京） 
個性の開花Ⅱ ポスト伊作世代～昭和から平成～文化学院を巣立った人々 - 軽井沢ルヴァン美術館（長野）
Spinner Markt（スピナーマルクト） - スパイラルガーデン（東京）
ビューイング展 – WAITINGROOM（東京） 

2019  
写真 - 3F/3階（東京） 
drawings - ギャラリー小柳（東京）

2021年個展『afterimage aftermyth』展覧会風景 
（六本木ヒルズA/Dギャラリー、東京） 

Photo by Keita Otsuka
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グループ展（続き） 

2018 
日本財団 DIVERSITY IN THE ARTS 2020 ミュージアム・オブ・トゥギャザー サーカス - 渋谷ヒカリエ 8/COURT（東京） 

2017 
spiral take art collection 2017「蒐集衆商」- スパイラルガーデン（東京） 
NEWSPACE - WAITINGROOM（東京） 
ミュージアム・オブ・トゥギャザー展 - スパイラルガーデン（東京） 
平成28年度第40回東京五美大連合卒業・修了作品展 - 国立新美術館（東京） 

2016 
Stereotypical - GALLERY PARC（京都） 

2015 
デッドヘンジ/エステティック - HIGURE 17-15 cas（東京） 

2014 
第1回CAF賞入賞作品展 - TABLOID GALLERY（東京） 
That I shall say goodnight till it be morrow - 新宿眼科画廊（東京） 

2013 
凸展 - TKPシアター柏、アートラインかしわ2013（千葉） 
Home Made Family - CASHI冷蔵庫内（東京） 
Sleep No More - 多摩美術大学芸術祭（東京） 

2012 
OTHER PAINTING XI - Pepper's Gallery（東京） 
凸展 - そごう柏店、アートラインかしわ2012（千葉） 
ドーナツのない穴 - 多摩美術大学芸術祭（東京） 

アワード 

2021年　TERRADA ART AWARD 2021　ファイナリスト 
2015年　SHISEIDO ART EGG賞 
2014年　第1回CAF賞　保坂健二朗賞 

  マネックス証券主催　ART IN THE OFFICE 2014 

パブリックコレクション 

高橋龍太郎コレクション 
マネックス証券

face washing, 2021, wire, pin on panel, 380 x 455 x 75 mm 
photo by Shintaro Yamanaka (Qsyum!)

※本展開催・会期についての注記 
新型コロナウィルス感染拡大に関連する社会情勢によっては、
会期等が変更になる可能性がございます。 
最新情報は、弊社ギャラリーウェブサイト、各SNSにて 
随時配信して参りますので、そちらをあわせてご確認頂けまし
たら幸いです。

※本展に関するお問い合わせは、下記連絡先までお願いいたします。 

WAITINGROOM（代表：芦川朋子） 
住所：〒112-0005 東京都文京区水道2-14-2 長島ビル 1F 
営業時間：水木金土 12-19時・日 12-17時 
定休日：月火祝 
Tel：03-6304-1877　Eメール：info@waitingroom.jp 
Web：http://waitingroom.jp
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